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１．はじめに  
 2018 年 7 月豪雨をもたらした要因は、局
所的には多量の水蒸気の流入と線状降水帯
の形成だが、大規模場では対流圏上層の亜
熱帯ジェットと亜寒帯ジェット気流が大き
く蛇行しそれが持続したことも寄与してい
た。これまでの研究により、亜寒帯ジェッ
ト上を伝播するロスビー波はオホーツク海
高気圧の形成に寄与し、また亜熱帯ジェッ
トの停滞性ロスビー波は夏の高気圧に寄与
して日本域に猛暑や冷夏をもたらすことが
知られている。しかし、ジェットの変動や
ロスビー波の生成メカニズムは未解明で、
ジェット力学変動から夏の異常気象を解明
することは困難であった。そこで本研究で
は、夏季亜寒帯ジェットの特徴を調べたの
で報告する。 
 
２．方法  
 夏季ユーラシア大陸上で特徴的な変動を
調べるため、⾧期再解析 (JRA-55) 7 月の
南北風データから、対流圏上層の 200hPa, 
0-150E, 20-80N の領域において、1958-
2019 の 62 年間について経験的直行函数 
(EOF) 解析を行った。 
 
３．結果  
 図 1 に 0-150E 平均した 7 月 200hPa 東
西風の緯度分布を示す。黒線は 1958-2019 年
平均、青線は 2003 年でダブルジェットが顕
著だった年、2018 年は異常気象の一因として
亜寒帯ジェットの発達が指摘された年を示
す。気候学的な東西風のプロファイルは、40N
に亜熱帯ジェット、70N に弱い亜寒帯ジェッ
トがある。2003 年と 2018 年はダブルジェッ
トが発達したときで、亜熱帯ジェットと亜寒

 

図 1. 7 月の 200hPa 東西風で 0-150E 平均の
緯度分布。黒線は 1958-2019 年平均、青線は
2003 年、赤線は 2018 年。 

 

図 2. 7 月 200 hPa における気候学的な東西
風分布 (a) と定常ロスビー波数 (b)。 
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帯ジェットは同程度の強さ、50-60N では 0-
5 m/s 程度の弱風域となっている。 
 図２に 200 hPa における気候平均した西
風の分布と定常ロスビー波数を示す。40N 帯
に亜熱帯ジェットが発達しているが、亜寒帯
ジェットは識別できないほどの弱さである。
定常ロスビー波数をみると、40N に導波管が
顕著であり、北極海沿岸沿いに全波数 3-4 程
度の弱い導波管がみられる。 
 図 3 に 7 月 200 hPa 面の南北風について
EOF 解析して得られたモードを示す。第 1
モードは寄与率が 22%で亜熱帯ジェット
上に波列があり、これはシルクロードパタ
ーンを表す。亜寒帯ジェット上にもパター
ンがみられる。第２モードは亜寒帯ジェッ
ト上にだけ存在するパターン、第 3 モード
はシルクロードパターンと 1/4 波⾧ずれた
パターンである。第 2 モードと第 3 モード
は同じくらいの寄与率があり 12%である。 
 図４に第 1 モードと第 2 モードの標準偏
差で規格化したスコアの時系列を示す。
2003 年と 2018 年は (負の) 第 2 モードが
発達してスコア-1 以下である一方、ロシア
ブロッキングが発達した 2010 年は第 1 モ
ードが顕著である。 
 
4．まとめと今後  
 夏季ユーラシア大陸上で上部対流圏の南
北風について EOF 解析を行い、亜熱帯ジ
ェット上のシルクロードパターンと亜寒帯
ジェット上のパターンを抽出した。 
 今後は亜寒帯ジェットの成因やダブルジ
ェットの持続メカニズム、夏季対流圏ジェ
ットの変動や変位に対して大気波動の役割、
アジアモンスーンの影響、温暖化によるダ
ブルジェットの変動を調べる予定である。 
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図 4. EOF スコアの時系列。黒線は第モード、
赤線は第 2 モードを表す。 

 
図 3. 7 月 200hPa における南北風の EOF 解
析で得られた第 1−３モードの回帰パター
ン。解析期間は 1958-2019 年の 62 年間。 
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